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会計方針の変更等に伴う

 
当社は、2019 年８月８日開催の取締役会において、

（以下「IFRS 第 16 号」といいます）の適用による会計方針の変更

2019 年５月 15 日に公表した 20

想を下記のとおり修正することとしましたので、お知らせいたします。
 

 
１. 当期の連結業績予想数値の修正（

 売 上

前回発表予想（Ａ） 9,184

今回修正予想（Ｂ） 9,184

増減額（Ｂ－Ａ） 

(内、IFRS第16号の適

用による影響額) 

増 減 率 （ ％ ） 

(参考)前期連結実績 

（2019年３月期） 
6,917

 

２. 修正の理由 

当社グループは、当第１四半期連結会計期間より

当社グループ各社の事務所

り、従来は連結損益計算書にお

IFRS 第 16 号の適用後は、連結財政状態計算書において使用権資産及びリース負債をオンバラン

スし、連結損益計算書においては、賃借料に替えて

ることとなります。 

このIFRS第16号の影響と最近の業績の動向を踏まえて

想値から乖離することとなりましたので、上記のとおり修正いたしま

なお、上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今

後の経済・事業環境の変動等の事業リスクや不確定要因により、予想数字と異なる場合がありま

す。 
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会計方針の変更等に伴う連結業績予想の修正に関するお知らせ

開催の取締役会において、IFRS 第 16 号「リース」（

号」といいます）の適用による会計方針の変更と最近の業績の動向を踏まえ

2020 年３月期（2019 年４月１日～2020 年３月 31

想を下記のとおり修正することとしましたので、お知らせいたします。 

記 

当期の連結業績予想数値の修正（2019年４月１日～2020年３月31日） 

売 上 収 益 営 業 利 益 税引前利益 
親会社の所有者

帰属する当期利益

184百万円 190百万円 105百万円 83

9,184百万円 392百万円 295百万円 264

― 202百万円 190百万円 181

― (260百万円) (246百万円) (246百万円

― 106.3％ 181.0％ 218.1

6,917百万円 ▲179百万円 ▲253百万円 ▲268

当社グループは、当第１四半期連結会計期間よりIFRS第16号を適用しております。

当社グループ各社の事務所及び実店舗等は、賃貸借契約（リース契約）に基づく賃貸物件であ

連結損益計算書において賃借料として販売費及び一般管理費に計上しておりましたが、

連結財政状態計算書において使用権資産及びリース負債をオンバラン

スし、連結損益計算書においては、賃借料に替えて減価償却費及び支払利息として費用処理

号の影響と最近の業績の動向を踏まえて新たに算出した予想値が直近の

想値から乖離することとなりましたので、上記のとおり修正いたします。 

上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今

後の経済・事業環境の変動等の事業リスクや不確定要因により、予想数字と異なる場合がありま

 

2019年８月８日 

夢 展 望 株 式 会 社 

代 表 取 締 役 社 長 濱中 眞紀夫 

3185 東証マザーズ) 

取締役管理本部長 田 上 昌 義 

(TEL．072-761-9293) 

関するお知らせ 

号「リース」（2016 年１月公表）

と最近の業績の動向を踏まえ、

31 日）の連結業績予

の所有者に 

帰属する当期利益 

基 本 的 １ 株 当 

た り 当 期 利 益 

83百万円 7円09銭 

264百万円 22円47銭 

181百万円  

百万円)  

218.1％  

268百万円 ▲23円67銭 

号を適用しております。 

実店舗等は、賃貸借契約（リース契約）に基づく賃貸物件であ

賃借料として販売費及び一般管理費に計上しておりましたが、

連結財政状態計算書において使用権資産及びリース負債をオンバラン

として費用処理され

新たに算出した予想値が直近の公表予

上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今

後の経済・事業環境の変動等の事業リスクや不確定要因により、予想数字と異なる場合がありま

以 上 


